
【 進路について考えよう 】 

◇進路説明会（7 月 12 日） 

 全体会では、これからの世の中を生き抜いていくために必要なことを伺いました。 

身近な例から話してくださったので、進路決定に向けて「ああしよう、こうしよう」と具体的に考える

ことができた人も多いのではないでしょうか。 

 今後、激動の時代を生き抜くために求められるのは、 

・「人生のコンパス」（自分にとって大事なことは何か）を考える。 

「進路選び」ではなく自身で「進路づくり」をしていくこと。 

・基礎学力＋「意欲や資質」、学び続ける姿勢。 

・最低限、英語力と数学の学力。（ただし、英語ができるだけでは仕事の幅が限られる。） 

です。 

 このような力を兼ね備えた人物になるために、高校２年生の今

やっておくべきなのは「自分のことを調べる」ことだとおっしゃ

っていましたね。自分は何になりたいのか。進路実現したとして、そ

のあと何を目指すのか…。それを考えるために、この夏の課題である

オープンキャンパスを大いに活用しましょう。公募されている職業体

験に参加したり、家族や友人から得る客観的な意見を参考にしたりす

るのも良いですね。 
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創 想 

 小学生の６５％が今ある職業には就かないということに驚きました。その原因の 1 つがAIの普及

によるものだと考えましたが、人を指導したり、人の意欲をかきたてたりする仕事は、逆に人間にし

かできないと思います。将来どんな仕事に就くか、そのために高校時代に何をすべきかを考えていく

良いきっかけとなりました。 

生徒からの感想 

 



◇オープンキャンパスに行こう 

夏休みの課題として、オープンキャンパスへの参加があります。 

時間がある夏休みは、進路について考える良い機会です。まだ明確な進路が定まってない人もいると

思いますが、本やインターネットなどを活用して色々と調べてみましょう。希望する進路先で、「自分は

何を学び、どのように成長できるのか。」という具体的なことまで考えること

ができるとベストです。 

オープンキャンパスでは、学校説明のほか、ミニ講義や体験型講座を受講

できる大学・学校が多くあります。また、在学生との交流のチャンスもある

かもしれません。積極的に参加して、「進路づくり」の参考にしましょう。 
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 8 月末に「夏休み何やってたのかな…？いつの間にか終わっちゃった。」とならないよう、計画的に過

ごしましょう。部活に打ち込んだり進路について考えたりすることも大切ですが、夏休み課題への取り

組みは最優先事項です。さらに補習等で苦手分野を攻略して、基礎学力を身につけましょう。充実した

夏休みを過ごした皆さんと 2学期に会えることを楽しみにしています。 

【 今後の行事 】 
 

        

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の方にも必ず読んでもらってください！   

７月 

19 日(金) 
終業式（8:35 点呼完了。直接体育館へ） 

HR 

22 日(月)～ 
三者面談開始（クラスごとに日程が異なります） 

夏季補習開始（土日を除く。31 日(水)まで） 

８月 

13 日(火) 学校閉庁日 

22 日(木) 

～23 日(金) 
オープンハイスクール（9:30～12:00） 

９月 

2 日(月) 
始業式（8:35 点呼完了。直接体育館へ）服装・頭髪検査有り 

大掃除・HR 

3 日(火) 
〔１～２限〕課題考査 〔３限～〕授業 

防災避難訓練 

19 日(木) 
〔１～２限〕授業 

〔３限～〕体育祭準備・予行 

20 日(金) 体育祭・体育祭予行予備日 

27 日(金) 
〔１～２限〕授業 

芸術鑑賞会 


